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本県では平成 29年２月，県内全ての乳幼児に乳幼児期に育みたい力の育成に向けた，家

庭や幼稚園・保育所・認定こども園・地域型保育事業（以下，園・所という。）等における

教育・保育が行われ，小学校以降の教育の基盤が培われるよう，本県の乳幼児期の教育・保

育の基本的な考え方や県施策の取組内容をまとめた「遊び 学び 育つひろしまっ子！」推進

プランを策定しました。 

本プランでは，目指す乳幼児の姿を「遊び 学び 育つひろしまっ子！」とし，乳幼児期に

育みたい力を，「感じる・気付く力」，「うごく力」，「考える力」，「やりぬく力」，「人とかか

わる力」の５つに整理しています。 

この目指す乳幼児の姿と乳幼児期に育みたい５つの力が乳幼児期の教育・保育に携わる全

ての施設で共通認識され，同じ方向で取組を進められるようにと考え，この事例集を作成し

ました。園・所では，これまでも，幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領を踏まえて，それぞれの特色を生かしながら創意工夫を重ね，日々の教

育・保育に取り組まれているところです。その教育・保育内容について５つの力を視点に改

めて見直したり，園・所内研修において，５つの力を視点に子供の姿について協議したりす

ることで，次の実践につながる新たな糸口が見出され，このような取組を重ねることにより，

教育・保育の質の向上が図られると考えています。 

本事例集が活用されることにより，乳幼児期の教育・保育に携わる全ての施設の，教育・

保育内容が充実し，目指す乳幼児の姿の実現につながっていくことを願っています。 

 

 

「この事例集をもとに，あなたは，どのような実践をしますか？」 

 

 

 

 

 

◆はじめに 

http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file508.htm


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

◆はじめに 
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◆事例集の作成に御協力いただいた先生方 
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第２章では，具体的な遊びの事例を，各年齢のクラスごとに紹介しています。 

事例の様式は，次のような構成で作成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆この事例集の使い方 

0. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【遊びの中で育まれている力】 
 

・自分たちが乗って動かすことができる大きな船

を作りたいという気持ちを持つ。 

・遊びに必要な材料を探したり，集めたりする。 

・友だちのしている遊びに興味を持ち，一緒に遊

び出す。  

・タフテープが切れてしまったが，自分たちなり

に考えて遊びを継続する。 

 

・自分で船を動かしてみて気付いたことを，友だ

ちに伝える。【人とかかわる力】 

 

 

 

 

 

・やりたいことを実現させるために，行動する。 

・素材の特性に気付き予想を立てる。 

 

 

 

 

 

・うまくいかないことがあっても，友だちと粘り

強く試行錯誤する。【考える力】 

 

 

 

 

・何度もヒモがとれ，くじけそうになる。 

 

 

 

 

 

 

・よく見て，違いに気付き，発見する。 

 

 

・考えたことを実際にやってみる 

・気持ちを立て直す。 

・経験から予想する。 

・力を合わせて船を動かす。 

 

 

 
 

 

少人数のグループで，船作りを楽しんでいる。段

ボールで作った船の先にタフテープを付け，人を

乗せて動かすという仕組の船である。 

 

しばらく友だちを乗せて，船を動かすことを楽

しんでいたが，重みに耐えきれず，タフテープが

切れてしまう。Ａ児は，ビニールテープを持って

きて，「この線より後ろに乗って。その方が船を動

かしやすいから」と，乗っている友だちに伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ児は，「もっと強いヒモがいる」と，保育者に

伝えにくる。一緒に教材室に行き，いろいろな種

類の中から，子供たちがヒモを選ぶ。 

適当なヒモが見付かり，「これなら大丈夫」「う

ん，大丈夫そう」とみんなで予想し，ヒモを付け

換え始める。ヒモを付け換え，また遊び始めたが，

友だちを乗せて引っ張ると，どうしても左側のヒ

モが外れてしまう。繰り返しガムテープを貼って

修理している。 

 

 

          

 

 

 

「どうして左側ばかりヒモがとれるのかな？」

という保育者の問いかけに，Ａ児は右側のヒモの

付け方をよく見始める。「こっち（右側）はヒモの

端っこが結んである」と左側との違いに気付く。

Ａ児は，「左側も同じにしてみよう」と結び始める。 

 

ヒモの端を結び，最後にしっかりとガムテープ

を留めると，「よし，船に乗ってみよう」とみんな

で試し始める。「一番大きなＣくんが乗れたら，誰

が乗っても大丈夫ってことよ」，「Ｃくん，乗って

みて」と促され，Ｃ児（６歳０か月）が船に乗る。 

人とかかわる力 

A児は，繰り返し遊ぶ中で，友だちが船の後ろ

の部分に乗った時の方が，船を動かしやすいと

気付き，それを友だちに伝えている。 

【活動の様子】 

何度もガムテープを貼り直しているが，それだ
けではうまくいかないようだ。何とか乗り越え
てほしい。新しい視点が生まれる問いかけをし
てみよう。 

B 児は，タフテープではすぐに切れてしまうこ
とに気付き，他の素材だとうまくいくのではな
いかと考えている。口を出さず，子供たちの決
定を見守ろう。 

 

諦めずに，自分たちで何とかしようとしている。
何度もガムテープを貼り直して，根気強く取り
組む姿を見守る。 

海賊ごっこ 船が動いた！ 

 ５歳クラス 
（５月） 

  

うごく力   考える力 

  

事例のタイトルは，どの
ような活動か分かるよ
うに示しています。 

０～２歳クラスの事例は月齢， 
３歳以上のクラスの事例は活動
の時期（○月）を示しています。 

この事例の，具体的な場
面の状況，子供の様子や
表情，対話の内容を詳細
に記述しています。 

この事例において，５つの
力の中で，特に育まれてい
ると見られる力について，
大きい●で示しています。 

「５つの力の育ちにつなが
る経験」と「力の育ち」につ
いて記述しています。 

吹き出しの中には，保
育者の見取りと，援助・
環境構成などの意図を
記述しています。 

活動の様子と対応する
ように，育まれている力
や吹き出しの内容を記
述しています。 

担任されているクラスの事例を参考にできるよう
に，各年齢のクラスごとに事例を示しています。 
※園・所によって，クラス編成の仕方は様々であるため，乳児

の事例については，事例を提供してくださった園・所のクラス

編成に応じています。 
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ここで紹介している事例は，特定の園・所における，特定の子供の遊びや生活で見られた５つの

力と，その際の環境構成，保育者の関わりなどを記述したものです。そのため， 

「この力を付けるために，この活動をすればよい」 
「そのまま実践すればよい」         というものではありません。 

 

言うまでもなく，乳幼児期の教育・保育は，「環境を通して行うこと」を基本としています。 

ここには様々な園・所の事例を掲載していますが，その遊び・生活の中で現れる子供の姿は，そ

の子供の発達の状況や，園・所の環境構成，保育者の関わり，地域の環境・子供・保護者の実態に

よって様々です。ですから，保育者は，その年齢や時期にふさわしい遊びや生活が展開されるよう 

 ・常に日々の乳幼児の遊びや生活の姿をとらえること 

・この時期にどのような経験を積み重ねることが必要かを明確にすること 

・これまでの遊びや生活の展開，子供の意識の流れを大切にすること 

・目の前の子供たちが自ら興味・関心を持って周囲の環境に働きかけ， 

主体性を発揮できるようにすること 

を考慮し，意図を持って環境を構成することが重要です。それは，決して，用具や素材だけを配置

して，後は子供の動くままに任せることや，環境に含まれている教育的価値を保育者が取り出し，

子供に押し付けたり詰め込んだりすることではないのです。 

 

ここで紹介している事例の「活動の様子」をご覧いただきながら， 

・園・所で見られる何気ない遊び・生活の中で育まれている５つの力の現れ 

・５つの力の育成につながるような環境の構成や保育者の関わり 

について，まず考えてみてください。そして，園・所の教育・保育内容を５つの力の視点で見直し，

日頃の保育の中に「５つの力の育成」の視点を入れるなどして，先生方の保育実践に生かしていた

だけたらと思います。 

 

 

 

 

  

 

 

 

        

 

                                   

 

                 

                           

先生方へ・・・ 

幼児期は想像力が豊かで，何かになりきって遊ぶ「ごっこ遊び」が大好きです。

シンドバッドの世界に入り込み海賊ごっこ遊びを楽しむ中で，「乗れる船を作りた

い」という強い願いを持ち，友だちと意見を出し合いながら，もっと丈夫な船に

なるよう，様々な素材の特性を生かし試行錯誤していきます。遊びを進めていく

中で，物事をいろいろな面から考えられるようになっていくのです。 

遊んだ後の振り返りでは，楽しかったこと，困ったこと，工夫したことなどをみんなで話し合い，意見を出

し合って価値や目標を共有することが大切です。振り返りの中で，子供たちは様々な考えがあることに気付き，

それをまた遊びの中で生かすことで，さらに意欲が高まり遊びが継続していきます。 

振り返りを重ね，自分たちで解決しながら遊びを進めていくことが，主体的・対話的で深い学びを可能にす

ると思われます。探求心を持って，考えたり試したりする経験から芽生えた思考力は，小学校生活で出会

う新しい環境の中で，主体的に問題を解決する態度につながっていきます。 

この遊びの中での学びを支えたもの 
 

【自分たちなりに予想したり，考えたりできるような時間の確保】 

子供たちがやりたいことを実現できるように，用具や素材を一緒に準備したり，試行錯誤

できる時間を十分に確保したりしたことで，子供たちは，主体性を発揮しながら遊び込めた。 

 

【興味や関心のある遊びを通じて，つながりを深めてきた友だち関係】 

船作りに興味のある子供が集まり，３から４人の小集団で遊びを進めることで，それぞれ

の思いや考えをしっかりと出しながら，遊びを進めることができた。 

 

【人が乗れる船を作りたい という思いの強さ】 

途中で船作りをやめたりせず遊びを継続できたのは，人が乗れる船を作りたいという強い

思いを，それぞれが持っていたからである。船が動いた瞬間の子供たちの表情から，満足感

や充実感が感じられた。この思いが次への意欲になっていく。 

  

育ちにつながったと思われる要因（環境，援助，事象，友だち，状況，家庭と
の連携など)を，具体的に記述しています。 
前ページに示す大きい●の部分だけでなく，日常的な関わりや配慮も含めて，
この遊びのプロセスを支えたことについて，記述しています。 

幼児教育アドバイザーや有識者より，
この事例の意義，遊びの発展性，援助
や環境構成，小学校以降の学びへの
つながり等について，ポイントを絞って
コメントをいただいています。 
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